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１０月５日、田子幼稚園でさつまいも掘りが行われました。５月に植えたさつまいもを園児全員で掘り起
こし、掘った後は立派に育ったさつまいものツルで遊びました。

自然とあそぼう！
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●
今
月
の
話
題

にんにくを飛ばしに静岡県磐田市から参加

多古町からの出店ブースフラ愛好会

会場を盛り上げた仲本工事さんと純歌さん

　

９
月
30
日
・
10
月
１
日
、
創
遊
村
２
２
９

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
特
設
会
場
で
第
32
回「
に
ん

に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

30
日
は
不
安
定
な
天
候
で
し
た
が
翌
１
日

は
快
晴
と
な
り
、
約
１
万
２
千
人
が
来
場
し

ま
し
た
。
来
場
者
ら
は
、
田
子
牛
の
丸
焼
き

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
町
の
特
産
品
な
ど
、
田

子
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
ギ
ル
ロ
イ

市
と
韓
国
・
瑞
山
市
か
ら
の
ゲ
ス
ト
の
他
、

千
葉
県
多
古
町
か
ら
も
関
係
者
が
来
町
し
、

一
緒
に
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
瑞
山
市
と
の
姉
妹
都
市

提
携
５
周
年
を
記
念
し
て
、
瑞
山
市
ト
ゥ
ン

セ
藝
術
団
に
よ
る
韓
国
伝
統
文
化
公
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
仲
本
工
事
＆
純
歌
の

ス
テ
ー
ジ
や
ガ
ー
リ
ッ
ク
ク
ィ
ー
ン
ス
テ
ー

ジ
、
園
児
ら
の
元
気
い
っ
ぱ
い
な
ダ
ン
ス
、

田
子
牛
や
に
ん
に
く
加
工
品
が
当
た
る「
田

子
ま
る
ご
と
抽
選
会
」、
に
ん
に
く
を
吹
き

飛
ば
し
飛
距
離
を
競
う
「
世
界
に
ん
に
く
飛

ば
し
大
会
」、
的
を
狙
っ
て
に
ん
に
く
を
吹

き
飛
ば
す「
に
ん
に
く
射
的
」
な
ど
来
場
者

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
他
、
音
楽
ラ
イ
ブ
、
ダ

ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

出
店
ブ
ー
ス
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
多

古
町
、
階
上
町
、
野
田
村
、
鹿
角
市
が
地
域

ご
と
の
特
産
品
を
販
売
し
て
地
域
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
千
人
鍋
は
田
子
町

相
撲
協
会
が
販
売
し
、
直
径
１
・
２
ｍ
の
大

鍋
を
使
用
し
て
「
田
子
町
相
撲
協
会
の
ち
ゃ

ん
こ
」
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

第32回

ギ
ル
ロ
イ
市
か
ら
の
ゲ
ス
ト
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●
今
月
の
話
題

上郷小での公演

田子町・瑞山市姉妹都市提携５周年記念

トゥンセ藝術団
スクールパフォーマンス

　９月29日、上郷小学校で瑞山市のトゥンセ
藝術団によるスクールパフォーマンスが行わ
れました。トゥンセ藝術団は、田子町・瑞山
市姉妹都市提携５周年記念公演のため来町し、
この日は韓国伝統
文化公演「スクー
ルパフォーマンス」
として上郷小・清
水頭小の児童が鑑
賞しました。

５
周
年
を
記
念
し
て
鏡
開
き

瑞
山
公
園
に
て

田
子
牛
を
堪
能

（
に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
）

５
周
年
記
念
写
真
展
と
瑞
山
市

の
食
文
化
体
験
コ
ー
ナ
ー

姉
妹
都
市
訪
問
団

合
同
歓
迎
会
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原
菊
次
郎
【
杉
本
】
佐
藤
善
太

郎
【
茂
市
】
腰
巡
兼
【
道
前
】

菊
地
貴
、

地
た
か
、
村
木
ひ

で
【
関
下
】
岩
間
は
る
ゑ
【
夏

坂
】
堀
川
三
男
、
山
崎
博
志

【
遠
瀬
】
澤
口
貴
美
、
澤
口
み

き
、
大
向
武
志
【
新
田
】
冷
清

水
健
吉

平
成
29
年
度
田
子
町
文
化

財
防
災
訓
練
（
※
写
真
２
・
３
）

　

９
月
17
日
、
七
日
市
地
区
で

文
化
財
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
防
火
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

地
域
住
民
及
び
三
戸
消
防
署
田

子
分
署
等
の
協
力
の
下
、通
報
、

消
火
、
搬
出
訓
練
が「
釜
淵
観

音
堂
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
署
員
の
指
導
で
、
地
域

住
民
が
消
火
栓
に
ホ
ー
ス
を
つ

な
ぎ
、
実
際
に
放
水
す
る
訓
練

も
行
い
ま
し
た
。

　

釜
淵
観
音
堂
に
は
田
子
町
指

定
文
化
財
で
あ
る
閻
魔
大
王
・

十
王
像
・
観
音
菩
薩
像
等
、
12

作
品
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
地

域
の
財
産
を
守
る
た
め
参
加
者

ら
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

長
寿
を
祝
っ
て

～
敬
老
会
～
（
※
写
真
１
）

　

９
月
15
日
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
29

年
度
田
子
町
敬
老
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
内
各
地
区
か
ら
75

歳
以
上
の
方
々
約
５
０
０
名
が

出
席
し
、
１
０
０
歳
到
達
者
と

88
歳
到
達
者
に
顕
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
授
与
式
後
、
出
席

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
田
子
幼
稚

園
、
田
子
保
育
園
、
上
郷
保
育

園
の
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
や
、

町
文
化
協
会
、
田
子
フ
ラ
サ
ー

ク
ル
な
ど
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
鑑
賞
し
な
が
ら
祝
宴
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

●
内
閣
総
理
大
臣
祝
状
受
章

　

１
０
０
歳
到
達
者

▽
佐
野
ミ
ワ
（
舞
手
）　

▽
月
舘
ハ
チ
エ
（
遠
瀬
）　

▽
新
井
田
は
な
子
（
向
山
）

●
青
森
県
知
事
顕
彰
者

⑴
１
０
０
歳
到
達
者

▽
佐
野
ミ
ワ
（
舞
手
）　

▽
月
舘
ハ
チ
エ
（
遠
瀬
）　

▽
新
井
田
は
な
子
（
向
山
）

⑵
88
歳
到
達
夫
婦

▽
柳
田
光
康
・
政
（
雀
ヶ
平
）

▽
野
端
基

・
は
な
ゑ
（
野
面
）

▽
村
木
長
松
・
ひ
で
（
道
前
）

▽
山
崎
博
志
・
あ
き
子
（
夏
坂
）

●
田
子
町
長
顕
彰
者

　
（
米
寿
顕
彰
者
）

【
下
田
子
】
塚
本
光
男
、
橋
本

ま
つ
【
衣
更
】
関
本
千
代
、
舛

田
佐
太
郎
、
山
田
よ
し
【
七
日

市
】
釡
渕
富
榮
、
中
村
清
、
中

村
春
雄
、原
田
清
美
【
野
々
上
】

佐
藤
多
作
、
岡
﨑
ミ
サ
、
中
山

長
作
【
椛
山
】
椛
本
な
を
【
袖

平
】
野
方
軍
太
郎
【
清
水
頭
】

尾
形
は
や
【
干
草
場
】
森
崎
幸

一
【
長
坂
】
山
崎
美
輝
【
西
舘

野
】
米
田
正
行
【
上
野
】
北
村

雅
子
、
田
沼
ト
モ
【
宮
野
】
堀

合
さ
い
【
根
渡
】
田
沼
は
ち
ゑ
、

田
中
洁
志
【
上
風
張
】
青
木
末

治
【
風
張
】
坂
下
宇
一
【
下
本

町
】
川
守
田
毅
一
、
大
林
茂

【
雀
ヶ
平
】
柳
田
政
【
野
面
】

坂
本
み
よ
、
野
端
は
な
ゑ
【
飯

豊
】
福
田
た
ま
、
三
田
正
經

【
原
】
白
板
ミ
ヨ
子
、
中
村
り

き
、
平
山
マ
ツ
【
道
地
】
堰
端

ミ
ヅ
エ
【
石
亀
】
工
藤
ト
シ
、

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
３
）
搬
出
訓
練

（
写
真
２
）
地
域
住
民
に
よ
る
消
火
訓
練

（
写
真
１
）
88
歳
到
達
夫
婦
の
野
端
さ
ん
ご
夫
妻
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

し
た
。

　

来
年
度
は
、
真
清
田
神
社
で

防
災
訓
練
を
行
う
予
定
で
す
。

秋
の
交
通
安
全
運
動

三
町
合
同
総
決
起
大
会

（
※
写
真
４
）

　

９
月
19
日
、
平
成
29
年
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
三
町
合
同

総
決
起
大
会
が
、
田
子
町
中
央

公
民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
町
と
三
戸
地
区

交
通
安
全
協
会（
宮
村
純
吉
会

長
）の
主
催
で
、
会
場
に
は
南

部
町
・
田
子
町
・
三
戸
町
の
三

町
の
交
通
安
全
関
係
団
体
が
集

結
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
参
列
者
全
員
で
交
通

事
故
犠
牲
者
に
黙
祷
し
、
大
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
宮
村
会
長

は
、「
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
交
通
事
故
の
な
い
住

み
よ
い
地
域
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

大
会
後
に
町
内
を
パ
レ
ー
ド
し

た
後
、
関
係
者
ら
は
、
田
子
警

察
官
駐
在
所
前
で
も
反
射
材
な

ど
を
渡
し
て
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
「
た
っ
こ
に

ん
に
く
共
進
会
」（
※
写
真
５
）

　

９
月
21
日
、
役
場
で
平
成
29

年
度「
た
っ
こ
に
ん
に
く
共
進

会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
ブ
ラ
ン
ド
に
ん
に
く
産
地

維
持
・
拡
大
に
向
け
て
、
栽
培

技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
に
ん

に
く
の
高
品
質
安
定
生
産
の
推

進
、
た
っ
こ
に
ん
に
く
の
Ｐ
Ｒ

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
全
31

点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
⑴
全
農
出
荷
規
格

に
合
致
し
て
い
る
か
、
⑵
全
体

の
大
小
、
形
状
が
揃
っ
て
い
る

か
、
⑶
表
皮
が
汚
れ
て
い
な
い

か
、
な
ど
の
基
準
に
沿
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
最
優
秀
賞　

山
本
わ
か（
白

玉
王
）
▽
優
秀
賞　

戸
川
勉

（
白
玉
王
）、
内
沢
一
好（
在
来
）

▽
優
良
賞　

戸
川
る
り
子（
白

玉
王
）、
山
本
幸
雄　
（
白
玉
王
）

こ
れ
ま
で
の
安
全
と
こ
れ

か
ら
の
成
功
を
祈
願
し
て

～
畜
霊
魂
入
魂
式
～

（
※
写
真
６
）

　

９
月
27
日
、
２
２
９
ス
キ
ー

ラ
ン
ド
で
畜
霊
魂
入
魂
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
実
行

委
員
会（
小
島
寛
崇
会
長
）が
、

に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
の
開

催
に
先
駆
け
、
こ
れ
ま
で
の
祭

り
の
成
功
と
無
事
を
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
成
功
を
祈

願
し
て
建
立
し
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
実
行
委
員
会
委
員
や
山

本
晴
美
町
長
ほ
か
祭
り
関
係
者

が
出
席
し
、
祭
り
の
成
功
と
安

全
を
祈
り
ま
し
た
。

農
作
物
の
作
柄
状
況
に
つ

い
て
検
討
（
※
写
真
７
）

　

９
月
27
日
、
役
場
で
田
子
町

農
作
物
異
常
気
象
災
害
対
策
本

部
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
８

月
の
日
照
不
足
や
低
温
を
受

け
、
山
本
町
長
を
本
部
長
と
す

る
異
常
気
象
対
策
本
部
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
関
係
団

体
と
連
携
し
、
情
報
共
有
を
図

り
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
よ
う
対
策
に
努
め
る
も
の
で

す
。
今
後
、
定
期
的
に
情
報
交

換
の
場
を
設
け
、
対
策
等
を
検

（
写
真
６
）
こ
れ
ま
で
の
安
全
に
感
謝

（
写
真
７
）
対
策
本
部
会
議
の
様
子

（
写
真
４
）
街
頭
パ
レ
ー
ド
の
様
子

（
写
真
５
）
審
査
の
様
子
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

　９月16日、上郷公民館研修室にて、「書あ
そび」を行いました。上郷分館独自の「書あ
そび」は、字や筆、墨汁や絵の具に親しみ、
回数を重ねること
で『苦手意識を無
くそう！』を目的に
行っています。
　今回は、『自分の
好き』をテーマに蛍
光発色絵の具を用いて行いました。自分で
決めた言葉や絵を筆で表現。仕上げにシー
ルやマスキングテープを飾り、世界に一つ
だけの素敵な作品に仕上がりました。
☆10月28日、29日の町の文化祭では日頃か
ら興味・関心があるうちの「夜空」や「暗闇」
をテーマに作品を展示させていただきます。
　書あそびで作ったブラックライトで光る
作品も展示いたします。
　ぜひ見に来てください。お待ちしていま
～す♪

田子町社会福祉協議会
☎32-4045

☆学童だより
すくすく館上郷分館

討
し
て
い
き
ま
す
。

創
業
１
１
０
周
年
を
記
念

し
て
寄
付
（
※
写
真
８
）

　

10
月
３
日
、
二
戸
市
で
株
式

会
社
阿
部
繁
孝
商
店
創
業
１
１

０
周
年
記
念
寄
付
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
社
創

業
１
１
０
周
年
を
記
念
し
て
、

本
社
及
び
工
場
が
あ
る
岩
手
県

二
戸
市
・
九
戸
村
、
田
子
町
・

五
戸
町
に
寄
付
を
し
、
こ
の
日

は
各
市
町
村
長
へ
目
録
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
阿
部
繁
之
代
表

取
締
役
社
長
は「
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
市
町
村
の
方
々
の
お

役
に
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
、
田
子
町
で
は
、
可
搬

消
防
ポ
ン
プ
２
台
、
防
火
服
・

防
火
帽
の
購
入
に
充
て
ら
れ
ま

す
。

「
教
育
振
興
」
に
と
図
書

カ
ー
ド
寄
贈
（
※
写
真
９
）

　

10
月
３
日
、
教
育
の
振
興
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
八
戸
法
人

会
の
松
橋
寛
二
郎
三
戸
支
部
長

が
役
場
を
訪
れ
、
山
本
町
長
に

目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
今
回

で
８
回
目
の
寄
贈
と
な
り
ま

す
。
松
橋
支
部
長
は「
継
続
し

て
や
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
読
書
の

た
め
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」

と
し
、
山
本
町
長
は「
小
さ
い

頃
か
ら
本
に
慣
れ
親
し
む
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

（
写
真
８
）
阿
部
社
長（
右
）
と
山
本
町
長

　子育てサロンでは
講師の方をお迎えし
て、ベビーマッサー
ジ教室を開催しま
す。オイルを使用し
てのマッサージを体
験してみませんか？ 〈参加無料・要予約〉

▼日にち　11月24日（金）
▼時　間　午前10時30分～11時30分
▼定　員　８組（生後２カ月～あんよ前のお
　　　　　子さんまで）※あんよしている
　　　　　場合は、お問い合わせください。
▼場　所　学童施設すくすく館
　　　　　（田子小学校前）
▼持ち物　①バスタオル　②替えオムツ
　　　　　③水分（お子様用）
　　　　　※授乳室有り
▼講　師　ベビーマッサージ教室 comfy
　　　　　四戸美代子さん
▼予約・問い合わせ
　すくすく館 ☎３２－３１１５（担当：板橋）
　子育てサロンやベビーマッサージについて
お気軽にお問い合わせください。

◎子育てサロンからのお知らせ

ベビーマッサージ教室開催

（
写
真
９
）
目
録
を
手
渡
す
松
橋
支
部
長

　
（
右
）
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田子町地域おこし協力隊の川名です。
皆様３年間
どうもありがとうございました。

　思い返せばこの３年間、たくさんの町民の方々とふ
れ合い、関わりを持つことができ、とても内容の濃い
充実した日々を送ることができました。私がやってみ
たいと思ったことにチャレンジさせていただいたこと
は、役場や町民の皆さんのご協力のおかげだと思って
います。初めての農作業も手取り足取り分かりやすく
教えていただき、色々な体験もさせていただきました。
　私の任務は「農林畜産業の活性化にかかる活動」でし
たので、６次産業化の推進に取り組みました。まずは、
町内の農産物を使って菓子を製造しようと、Takko 
cafe の運営を担いながら菓子製造を開始しました。そ
の後、タプコプ創遊村の観光客の少なさから、村を盛
り上げるイベントを立ち上げようと、「タプコプマルシ

ェ」を企画しました。日頃から手作り作品を溜めてい
るお母さんたちが主役となり、作品を売り買いするこ
とで、やりがいや創作意欲につなげられたらと思って
いました。一度参加された町民の方がリピーターとな
り、その後も続けて出店してくださり、とても感謝し
ています。
　また、田子牛の革が廃棄されていることにもったい
なさを感じ、町の名物になればと革のなめし試作にも
取り組みました。これから田子牛革のクラフト製品が
作られるようになれば、町の新たな名物になる可能性
を秘めていると思います。
　田舎暮らしを全く知らずに飛び込んできた私ですが、
田子町は豊かな自然とおいしい農産物にあふれ、町民
の温かさに安心して暮らせる町でした。これからも町
内に定住し、カフェを営業しながら、タプコプマルシ
ェの企画にも携わっていきたいと思います。
　ここで、この３年間、数多くの写真を撮り溜めてき
たので、特に印象に残っている場面をご紹介します。

　田子町に移住して、私の口癖は「もったいない」にな
りました。
　町の皆さんには普通のことでも、私には、とてつも
なくもったいないことだらけな気がします。少しずつ
もったいないを解消して、町の皆さんと一緒に町を活
性化させ、今まで以上に輝ける町にしていきたいと思
っています。地域おこし協力隊を卒業しても同じよう
に活動していきたいと思いますので、今までどおり見

守ってください。一人ではできることに限界があるの
で、これからも皆さんにお手伝いをお願いする場面も
あるかと思いますが、その時はどうぞよろしくお願い
します。私は創遊村のTakko cafe にいますので、ぜ
ひ会いに来てください。水木は定休日となりますが、
皆様をお待ちしています。
　今までありがとうございました。そしてこれからも
よろしくお願いします。　　　　　　　　川名　美夏

地域おこし協力隊終了のごあいさつ

着任当時、たっこ
王子が何より可愛
くてツーショット
を撮ってもらった
時。その後は、イ
ベントの度に何度
も撮影しました。
私は生粋のたっこ
王子ファンです。

ゴールデンウイー
クには友人が集合
して、こんなポー
ズで写真を撮りま
した。友人が友人
を呼んで、交流の
輪が広がっていま
す。

「映画監督相米慎二
を語りつぐ会」に
も参加、毎回、映
画上映とその後の
交流会を心待ちに
しています。今年
は素敵なゲストと
写真を撮っていた
だきました。女優
さんはやっぱりす
ごく素敵！

じゅねの収穫をお
手伝いさせていた
だいた時。こうなる
と立派な農家のよ
うな格好で自分で
もビックリ。

風邪をひいて寝込
んでいると教えて
いないのに･･･｢鍋
ができたから食べ
にきてー」と電話
をくださる、とて
もタイミングの良
い町内のお父さん、
いつもありがとう
ございます♪

今年のべごまつり
には、いつも1人
で 大 変 だ ろ う と
Takko cafeのお手
伝いに関東から２
人も来てくれまし
た。田子町を好き
になった方が、は
るばる来てくれる
のは素晴らしいこ
とだと思います。

Takko cafe での
ワークショップの
場面。定期的に先
生をお呼びして開
催していて、ケー
キ教室などもあり
ます。毎回色々な
人が集まり、交流
の場所となってい
ます。

ナニャドヤラが大
好きすぎて、田子
町ナニャドヤラ保
存会にも参加。東
京神楽坂で一緒に
踊ることができ、
とても良い経験に。
たくさんの観衆に
踊りを見ていただ
き、大満足！

２回目のタプコプ
マルシェの様子。
茅葺屋根と晴天の
中でのイベントは
最高。町内に素敵
な施設があるのに、
使われないのはも
ったいない。これ
からもマルシェに
限らず、活用して
ほしいと思います。
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■  高齢者総合相談窓口「田子町地域包括支援
　センター」にご相談ください
　高齢者の皆様が住みなれた地域で
生活を続けられるように、健康・医
療・福祉・介護など様々な面から総
合的支援を行う窓口です。相談は無
料で、秘密は守られます。
　せせらぎの郷の健康増進課内に設置しています。職
員が自宅まで訪問し、相談をお受けします。
　○介護保険や介護サービスについて
　○入院した親を自宅で介護したい
　○最近足腰が弱くなって歩くのが大変
　○認知症についての相談
　○離れて住む一人暮らしの親の相談
　○近所のお年寄りを最近見かけなく心配
　○虐待にあっているのではと心配
　○お金や財産管理について　　　　　　
など高齢者に関わる相談は気軽にご相談ください。

▼ご相談・お問い合わせは
　役場健康増進課介護支援グループ（せせらぎの郷）

（横田）☎２０−７１００

■  国民年金相談窓口を開設
　「国民年金納付及び免除相談窓口」を開設します。
　相談窓口を開設して国民年金の納付、免除に関する
ことについて、日本年金機構の担当者が対応しますの
で、お気軽にご相談ください。
▼日時　１１月２８日（火）
　　　　午前９時３０分から午後４時まで
▼場所　役場２階第１会議室

問八戸年金事務所国民年金課
　☎０１７８−４４−１７４２（案内５番）

■  必ずチェック最低賃金！ 使用者も、労働者も
　青森県最低賃金改正のお知らせ
　青森県最低賃金が改正されます。金額等は次のとお
りです。
▼時間額　７３８円（平成２９年１０月６日から）
　青森県最低賃金は、青森県内で働く全ての労働者と、
労働者を１人でも使用している使用者に適用されます。
　製造業と小売業の一部には、特定（産業別）最低賃金
が定められています。
　詳しくは、青森労働局ホームページからもご覧にな
れます。（http://aomori-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）

問青森労働局労働基準部賃金室
　☎０１７−７３４−４１１４　FAX ０１７−７３４−５８２１

■  納めた年金保険料は
　全額が社会保険料控除の対象です！
　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保
険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同様
に、社会保険料控除としてその年の課税所得
から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成２９年１月か
ら１２月までに納められた保険料の全額で
す。過去の年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、ご家族（配偶者
やお子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払って
いる場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成２９年中に納付した国民年金保険料につ
いて、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や
確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払っ
たことを証明する書類の添付が必要となります。
　このため、平成２９年１月１日から９月３０日まで
の間に国民年金保険料を納付された方には、１１月上
旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が送られますので、申告書の提出の際に
は必ずこの証明書または領収書を添付してください。

（平成２９年１０月１日から１２月３１日までの間に、
今年はじめて国民年金保険料を納められた方へは、翌
年の２月上旬に送られます。）
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮
の事故など万一のときにも心強い味方となる制度です。
保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。

問日本年金機構八戸年金事務所
☎０１７８−４４−１７４２

問役場住民課福祉グループ（田村）☎２０−７１１９

■  平成29年度風しん抗体検査と
　ワクチン接種費用の助成について
　妊娠初期に風しんにかかると、赤ちゃん
に障害が残ることがあります。
　町では、風しんを予防し安心して妊娠出産できるよ
う、風しん抗体検査、ワクチン予防接種の費用を全額
助成（無料）で実施いたします。

▼対象者　田子町に住所がある以下の方
　①妊娠を予定する方
　②風しんの抗体価が低い妊婦の同居家族等
▼実施期間　１０月１日〜平成３０年３月３１日まで

　　生まれてくる赤ちゃんのために
　　防ごう！　大人の風しん
▼申し込み・問い合わせ
　役場健康増進課（せせらぎの郷）（河原） ☎２０−７１００
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■  田子町配食サービス事業を
　ご利用されてはいかがでしょうか
　この配食サービスは、高齢者を対象に月曜日から土
曜日までの週６日間、１食５００円でバランスのとれ
た食事を、見守りを兼ねて在宅の高齢者等にお届けし
ております。
▼対象者　おおむね６５才以上の単身世帯の方、高齢
夫婦世帯またはこれに準ずる世帯に属する高齢者並び
に身体障害者であって、自立支援の観点からサービス
を利用することが適切であると町長が認める方のう
ち、次のいずれにも該当する方
・田子町に住所を有している方
・医療機関または介護保険施設に入院（所）していない方
▼利用期間　利用決定された後、サービスの中止希望
があった場合及び次のいずれかの要件に該当しない限
り継続することができます。
・町外に引っ越された方
・食生活に関する調査等を実施し、利用

継続が適切ではなくなったとき
・偽り、その他不正手段により配食サー

ビスの決定があったとき
▼申請場所　役場健康増進課（せせらぎの郷）
▼その他　配食サービス決定については、食生活に関
する調査等をしたうえで、審査・判定し個別に通知し
ます。

問役場健康増進課介護支援グループ（せせらぎの郷）
（奥寺）☎２０−７１００または ☎２０−７１１０

■  高機能消防指令センター 一般公開
　（消防本部４階）
　正しい119番通報要領と、消防車・救急車が出動す
るまでの仕組みを紹介します。
▼日時　11月９日（木）、12日（日）午前10時〜午後４時
▼場所　八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部　
　　　　消防指令センター（消防本部４階）
　　　　八戸市大字田向字松ケ崎７−８

問八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部指令救急課
　☎０１７９−４４−２１３５

◎普通救命講習会（消防本部４階）
▼日時　１１月９日（木）、１２月９日（土）、
　　　　平成30年１月９日（火）、２月４日（日）、
　　　　３月８日（木）　午前９時から正午まで
▼場所　八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部４階
　　　　八戸市大字田向字松ケ崎７−８

問八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部指令救急課
　☎０１７８−４４−４８５７

■  11月は「労働保険適用促進強化月間」
　労働保険の加入手続きはお済みですか？
　労働者を１人でも雇っている事業主（農林水産業の
一部を除く）は、労働保険（労災保険・雇用保険）に加
入する義務があります。

◎労災保険……業務災害及び通勤災害により負傷した
場合等に、必要な保険給付を行います。
◎雇用保険……労働者が失業等した場合、生活安定及

び再就職促進の為必要な失業等給付を行い、週所定
労働２０時間以上かつ３１日以上の雇用が見込まれ
る方が雇用保険適用要件となります。

労災保険 問八戸労働基準監督署☎０１７８−４６−３３１１
雇用保険 問八戸公共職業安定所

☎０１７８−２２−８６０９  音声案内21＃

■  表示登記無料相談会開催
▼日時　11月３日（祝・金）午前10時〜午後３時30分
▼場所　アピオあおもり２階　大研修室１
　　　　青森市中央３丁目１７−１

問青森県土地家屋調査士会☎０１７−７２２−３１７８

■  平成29年度八戸市消費者講座予定（11月）
※受講料は無料。
　タイトルは予定なく変わる場合がございます。
▼日時　11月29日（水）午後１時30分〜午後３時30分
▼場所・定員　八戸市庁別館２階会議室Ｃ・50名程度
▼テーマ　「初心者必見！投資入門講座」
　　　　　〜悠々自適なセカンドライフに向けて〜
▼講師　日本証券業協会
▼申込期間　１１月１日（水）〜１１月２４日（金）
来場者駐車場は確保しておりませんのでなるべく公共
交通機関等でご来場ください。
▼お申し込み・お問い合わせ　八戸市くらし交通安全

課消費生活相談グループ☎０１７８−４３−９５２４

■  あおもり性暴力被害者支援センター
　レイプや強制わいせつなど、性犯罪・性暴力の被害
にあった方やその家族などからの相談を受け、要望に
応じた必要な支援をコーディネートします。
◇「りんごの花ホットライン」
　☎０１７−７７７−８３４９（やさしく）
◇専門の研修を受けた相談員が対応します。
▼相談受付時間（年末年始・祝日を除く）
　月・水　午前１０時〜午後９時
　火・木・金　午前１０時〜午後５時

問青森県青少年・男女共同参画課
　☎０１７−７３４−９２２８
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第63回田子町民大運動会　南側チーム優勝
　第63回田子町民大運動会が９月10日、農業者トレ
ーニングセンターで開催されました。
　昨年に引き続き屋内開催となり、全７チームが熱
戦を繰り広げました。
　ほとんどの競技が熱戦となり、僅差で勝負を分か
ち合うという場面が多く見られました。しかし、オ
ープン参加種目「田子 No.1決定戦（ウルトラクイズ）」
の時は、質問１問目で参加者のほとんどの方が権利
を失う事態になるというハプニングもありました。
　結果は、３連覇を狙って
いた石亀チームを阻止し、
南側チームが優勝しました。
　成績は次のとおりです。

◎総合成績
　優　勝　南側チーム
　準優勝　石亀チーム
　第３位　来満チーム
　第４位　清水頭チーム　
　第５位　下組チーム
　第６位　相米風張チーム
　第７位　原チーム
○種目別１位（団体）
　・ニンニク宅急便　女子 清水頭チーム
　・ニンニク宅急便　男子 南側チーム
　・チーム対抗担架リレー 石亀チーム
　・団長さん、今日の運だめし 下組チーム
　・玉入れ小学生低・55才以上 南側チーム
　・綱引き 来満チーム

平成30年田子町成人式
　平成30年１月７日（日）、田子町成人式を実施しま
す。該当者は平成９年４月２日から平成10年４月１
日までに生まれた方です。対象の方には後日ご案内
をお届けいたします。該当者で町内在住者、町内出
身者であればどなたでも参加できます。ご案内が届
きましたらお早めにご連絡をお願いいたします。

公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：小林）

または上郷公民館（☎３３－１８１１）までお願いします。

●生け花講座
▽と　き　11月25日（土）午後６時30分
▽ところ　中央公民館研修室
▽参加費　花材料代1,000円前後

●ヨガ健康講座
▽と　き　11月９日（木）・30日（木）午後６時30分
▽ところ　中央公民館ホール
▽参加費　無料
▽持ち物　ヨガマット（または大判バスタオル）
　　　　　フェイスタオル

●水曜わんぱくじゅく
▽と　き　11月22日（水）午後３時
▽ところ　上郷公民館研修室　

●フラワーアレンジメント教室
▽と　き　11月28日（火）
　　　　　午後７時
▽ところ　上郷公民館
▽会　費　3,000円前後
▽内　容　寄せ植え

※新規の講座情報は、そのつどＴＣＶデータ放送や
　チラシ等でお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ

玉入れ障害物レース

にんにく宅急便

優勝　南側チーム

選手宣誓　石亀チーム

８月のアレンジ
苔玉づくり

昨年の成人式
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●健康
▽肺炎がいやなら、のどを鍛えな

さい／西山耕一郎／491ニ
▽サイコパス／中野信子／493ナ
▽低気圧女子の処方せん／小越久

美／498オ
▽はちみつ日和／前田京子／498マ

●手芸、料理など
▽古布を楽しむ手作り帖／其の３

／594コ
▽世界一美味しい煮卵の作り方／

はらぺこグリズリー／596ハ

●歴史・時代小説
▽賃借／百万石の留守居役７／上田

秀人／913ウ
▽奥右筆秘帳１〜13 ／上田秀人／

913ウ
▽恨み残さじ／空也十番勝負青春篇

３／佐伯泰英／913サ
▽武者鼠（むささび）の爪／口入屋

用心棒38 ／鈴木英治／913ス
▽架け橋／風の市兵衛20 ／辻堂魁

／913ツ
▽草笛物語／葉室麟／913ハ

●ミステリー・警察小説など
▽死神と道連れ／怪異名所巡り９

／赤川次郎／913ア
▽十津川警部予土（ローカル）線に

殺意が走る／西村京太郎／913ニ
▽マスカレード・ナイト／東野圭

吾／913ヒ
▽この世の春／上下巻／宮部みゆ

き／913ミ
▽探偵 ･ 日暮旅人の笑い物／山口

幸三郎／913ヤ
▽盤上の向日葵／柚木裕子／913ユ

●そのほかの小説など
▽書店ガール／４〜６／碧野圭／

913ア
▽裏切りのホワイトカード／池袋

ウエストゲートパーク13 ／石田
衣良／913イ

▽Ｒ帝国／中村文則／913ナ
▽淳子のてっぺん／唯川恵／913ユ

●エッセイなど
▽死ぬほど読書／丹羽宇一郎／

019タ
▽宝くじで１億円当たった人の末

路／鈴木信行／159ス
▽ゆっくり気ままな老いじたく／

吉沢久子／367ヨ
▽毎日かあさん14 ／西原理恵子／

379サ
▽シルバー川柳７／911シ

図書館情報
本に恋する季節です！
読書週間10／27（金）～11／９（木）

図書館おやすみカレンダー 11月の図書館行事
▼11 ／１（水）午前10時から
　ブックスタート（せせらぎの郷）
▼11 ／12（日）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　遊べるおりがみ「はばたくとり」を作ろう
▼11 ／25（土）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　遊べるおりがみ「ぱっちんカメラ」を作ろう

※11月は第４木曜日が祝日のため、次の日
が館内整理休館日となります。どうぞご了
承ください。

▼色の濃い日が休館日です。

田子町立図書館（担当：川村）☎２０‐７２２１

図書館の開館時間
　水〜土 午前10時〜午後６時
　日曜日 午前10時〜午後４時
図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・
　第４木曜日（館内整理日）

▽期間　10月28日（土）から
　※本がなくなり次第終了します。
▽対象
　図書館の貸出券をお持ちの中学生
以上の方。貸出券がない方は図書館
カウンターでお作りください。

▽内容
　「きょうの料理」「趣味の園芸」「や
さいの時間」など図書館で購入し１
年が経過した古雑誌や、除籍した古
本などを決められた冊数だけ差し上
げます。

●古雑誌・古本お持ち帰りコーナー

　秋の読書週間です。図書館では昨
年の10月から今年の９月までの１年
間で、貸出の多かった本をランキン
グ形式で約40冊紹介します。この機
会にどうぞ図書館をご利用ください。
▼小説
○居酒屋ぼったくり１〜７／秋川滝

美
○コンビニ人間／村田沙耶香
○危険なビーナス／東野圭吾
○恋するハンバーグ／山口恵以子
○希望荘／宮部みゆき
▼小説以外
○九十歳。何がめでたい／佐藤愛子
○どんなに体がかたい人でもベター

ッと開脚できるようになるすごい
方法／Ｅｉｋｏ

○掃除は「ついで」にやりなさい／

新津春子
○ずぼらヨガ／崎田ミナ
▼郷土資料
○三本木農業高校の命の授業
○青森のおいしい12か月と漬物

●「2017貸出ランキング」特集

▽期間
　10月27日（金）〜11月26日（日）

▽内容　通常は一人５冊までの貸出
冊数を一人10冊までに増加します。
貸出期間は２週間です。

●一人10冊まで貸出増加します
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結婚
●飯原遼太郎（原）
　相内彩乃（今別町）
●森本和義（池振）
　千葉千代子（清水頭）

お悔やみ
●白石榮子（70歳）サンモール
●下川広治（66歳）野々上
●中村さだ（89歳）干草場
●三田善一郎（76歳）飯豊
●越後二三子（81歳）長坂
●土川幸助（87歳）川向
●道地哲男（65歳）道地
●木根幸道（73歳）矢田郎
●畠山與次郎（82歳）矢田郎
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
29
年
９
月
30
日
現
在

世帯数／2191（－２）
人口／5702（－８）
男／2764（－５）
女／2938（－３）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

11
月
9
日
は
、「
１
１
９
番

の
日
」
で
す
。
火
災
・
救
急
・

救
助
な
ど
の
１
１
９
番
通
報
を

す
る
時
は
、
指
令
員
の
質
問
に

簡
潔
に
答
え
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◎
１
１
９
番
通
報
の
注
意
点

▽「
火
事
」
か
「
救
急
」
の
区
別

を
は
っ
き
り
言
う
。

▽
落
ち
着
い
て
消
防
車
、
救
急

車
が
向
か
う
住
所
（
場
所
）、
目

標
と
な
る
建
物
を
伝
え
る
。

▽
あ
な
た
の
名
前
、
通
報
し
て

い
る
電
話
番
号
を
教
え
る
。

▽
自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
で

き
る
場
所
で
通
報
す
る
。

◎
携
帯
電
話
で
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
運
転
時
は
、
安
全
な
場
所
に

停
車
し
て
か
ら
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
通
報
場
所
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
、
近
く
の
人
に
聞
く
か
、

周
り
の
建
物
や
看
板
、
電
柱
、

自
動
販
売
機
な
ど
を
見
て
住
所

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
通
報
後
、
消
防
本
部
か
ら
問

い
合
せ
を
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
電
源
を
切
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。

◎
火
災
・
救
急
・
救
助
の
通
報

は
１
１
９
番
へ

▽
加
入
電
話
で
田
子
分
署
へ
通

報
す
る
と
、
１
１
９
番
通
報
し

た
場
合
と
比
べ
出
動
が
遅
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
痴
漢
な
ど
の
不
審
者
に
気
を

つ
け
よ
う
！

　

冬
が
近
づ
く
と
、
日
が
短
く

な
り
、
暗
く
な
る
時
間
が
早
ま

る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
や
女
性

を
狙
っ
た
犯
罪
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
を
し
ま
し

ょ
う
。

◎
な
が
ら
歩
き
は
危
険
で
す
！

☆
携
帯
電
話
を
操
作
し
な
が

ら
、
あ
る
い
は
イ
ヤ
ホ
ン
で
音

楽
を
聴
き
な
が
ら
歩
く
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

注
意
力
が
散
漫
に
な
り
、
不

審
者
が
近
づ
い
て
も
気
が
つ
き

ま
せ
ん
！

◎
暗
い
夜
道
は
危
険
で
す
！

☆
遠
回
り
で
も
人
通
り
の
多
い

道
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

☆
夜
道
な
ど
危
険
な
場
所
を
通

る
時
は
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

☆
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
の
防
犯
グ

ッ
ズ
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

◎
来
訪
者
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

☆
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
も
不
用

意
に
ド
ア
を
開
け
た
り
せ
ず

に
、
見
知
ら
ぬ
訪
問
者
に
は
、

ド
ア
ス
コ
ー
プ
や
ド
ア
チ
ェ
ー

ン
を
活
用
し
、
相
手
を
よ
く
確

認
し
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

1
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前9:30〜11:30

4
（土）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:00〜午後5:05

6
（月）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:00〜午後4:00

7
（火）

特定健診・がん検診（上郷公民館）
午前6:30〜8:30
生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30
思春期教室（田子中学校）
午後1:35〜2:25

8
（水）

特定健診・がん検診（せせらぎの郷）
午前6:30〜8:30
予防接種（せせらぎの郷）
午前10:00〜11:00

9
（木）

特定健診・がん検診（せせらぎの郷）
午前6:30〜8:30

10
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

13
（月）

特定健診結果説明会（原交流センター）
午後2:00〜3:30

14
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

15
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30〜11:30

16
（木）

自立支援相談窓口（せせらぎの郷）
午後1:00〜4:00

17
（金）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:00〜11:30
生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

20
（月）

特定健診結果説明会（清水頭小学校）
午後2:00〜3:30

21
（火）

保健推進員研修会（せせらぎの郷）
午前9:30〜10:30

21
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

22
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:00〜11:00

24
（金）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:00〜11:30
生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30

25
（土）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:00〜午後5:05

26
（日）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前8:30〜11:00

27
（月）

親子健康相談（田子中学校）
午後2:00〜5:00

28
（火）

特定健診・がん検診（せせらぎの郷）
午前6:30〜8:30
生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30
親子健康相談（田子中学校）
午後2:00〜5:00

29
（水）

特定健診・がん検診（せせらぎの郷）
午前6:30〜8:30
親子健康相談（田子中学校）
午後2:00〜5:00

30
（木）

特定健診結果説明会（相米保健福祉館）
午前9:30〜11:00
特定健診結果説明会

（石亀地区研修センター）午後2:00〜3:30

11月の主な保健・介護予防事業予定表

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100
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８
月
10
日
、
三
村
申
吾
知
事

を
お
迎
え
し
、
本
校
第
１
体
育

館
を
会
場
と
し
て
、「
未
来
デ
ザ

イ
ン
県
民
会
議
―
知
事
と
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
―
」
を
行
い

ま
し
た
。
本
校
校
長
あ
い
さ
つ
、

県
知
事
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

郷
土
芸
能
部
に
よ
る

「
田
子
の
杜
の
芸
能
」

披
露
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ

る
活
動
紹
介（
野
田
村

慰
問
及
び
神
楽
坂
公

演
）が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
代
表
３
名
が
三

村
知
事
に
質
問
を
し

ま
し
た
。

　

最
初
に
生
徒
会
長

で
３
年
生
の
山
市
悠

太
君
が「
青
森
県
の
第

一
次
産
業
の
就
業
者

の
年
齢
が
高
く
な
り
、

近
所
で
も
農
業
の
規

模
縮
小
や
耕
作
放
棄

地
を
目
に
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
県

は
若
者
が
第
一
次
産
業
に
就
き

や
す
く
な
る
よ
う
に
す
る
た
め

ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い

る
の
で
す
か
」、
次
に
、
３
年
生

の
新
井
田
彩
乃
さ
ん
が
、「
知
事

は
豊
か
な
自
然
環
境
や
郷
土
芸

能
が
盛
ん
な
田
子
町
に
ど
の
よ

う
な
役
割
を
期
待
し
ま
す
か
。

少
子
高
齢
化
問
題
に
県
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

か
」、
最
後
に
２
年
生
の
内
宮
志

保
さ
ん
が「
県
は
今『
脱
短
命
県
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
て

い
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
か
。

田
子
の
お
い
し
い
水

を
、
例
え
ば
、『
だ

し
活
』に
利
用
す
る

等
、
今
後
の
活
用
プ

ラ
ン
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
」と
そ

れ
ぞ
れ
尋
ね
ま
し

た
。各
質
問
に
対
し
、

県
知
事
や
担
当
職
員

の
方
々
は
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
等
を
用
い

て
、
予
定
時
間
を
30

分
超
過
し
て
ま
で
大

変
丁
寧
に
回
答
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

知
事
と
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ト
ー

ク
は
本
校
の
郷
土
芸
能
部
員
に

と
っ
て
、
県
の
施
策
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
自
分
た
ち
が
将

来
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て

深
く
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
高
等
学
校
）

学
校
の
話
題
　
田
子
高
等
学
校

　情報スクランブル

思い出の田子町 写
真

←町民運動会
　（会場：田子小学校）

移動図書館→

※これらの写真は年代等の詳細が分
かりません。ご存知の方は中央公民
館（☎20-7070）盛田までお願いします。

編集後記
　
　旧暦の11月は「霜月」と呼ばれ、文字通
り霜が降る月の意味です。また、11月は
「神楽月」という別名もあります。11月は旧
暦で言えば冬至にあたり、ちょうどこの時
期に神楽が盛んに行われたので、「神楽をす

る月」という意味から「神楽月」と呼ばれ
るようになったとの説があります。その他
にも、10月に出雲へ出向いた神々がそれぞ
れの国へ帰るとされる月であることから
「神帰月～かみかえりづき～」という陰暦の
異称もあるようです。

（広報担当　おおくぼ）

　TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ
◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０

加入の申込・変更・廃止、
ケーブルの移設など

テレビが映らない
などの故障時
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1
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9
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2
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1
1（

代
表

）　
FA

X
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1
7
9
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2
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2
9
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w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
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作
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刷

］
有
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会

社
 赤
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ー

ラ
イ
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ジ

ム

はじめてのハッピーバースデイ
平成28年10月に生まれた満１歳のお友だちです。

●大平奏
そ う た

太ちゃん
Ｈ28.10.24

（干草場・男の子）
１歳のお誕生日おめで
とう。元気で笑顔がと
っても可愛い奏太。い
っぱい遊んでたくさん
お友達つくってね。

●田子幼稚園
　（実習期間：９月１日～９月27日）

玉
た ま か わ

川　修
しゅう

 さん（20歳、南部町）
八戸学院大学幼児保育学科２年

①母の実家が田子町
で、祖母に良い先
生がいるからと薦
められて田子幼稚
園を研修先に選び
ました。豊かな自
然に囲まれて、子
どもがのびのびと
過ごして成長していることが感じら
れて良いなと思いました。
②地域の方々も優しく、笑顔が似合う

方が多くて、いいなぁと感じました。
③田子幼稚園では、毎日絵本の読み聞

かせを行っているためか、絵本が好
きな子どもが多く、お話をしっかり
聞けるのが素晴らしいと思いまし
た。「おもしろかったからまた読ん
で！」といわれることが多く、やり
がいもわきました。
④製作が好きなので、子どもが楽しん

で自由に表現できる、それを伸ばせ
る保育教諭。子どもの成長の手助け
ができ、信頼される保育教諭が目標
です。
⑤子どもへの援助のタイミングの難し

さや大切さを感じました。また、先
生方の機転の早さ、対応の早さにも
驚きました。都度の声がけや子ども
の笑顔とやる気を引き出すこと、褒
め方やスキンシップの取り方、全て
が勉強になり、良い経験になりまし
た。ありがとうございました。

がんばれ！ 若者たち☆
教育実習生の紹介

①実習先の印象　②実習してみて感じる田子町
の良いところ　③実習校での印象深い出来事 
④将来の目標　⑤実習をしてみての感想

　町商工会の開業支援事業に応募し、10月３
日から10日まで、サンモールたっこにぎわい
広場で自家焙煎コーヒー「カフェ・デ・ソカロ」
のトライアル出店が行われました。カフェ・
デ・ソカロの佐野友美さん（舞手・右写真）は、

東京のカフェ・バッハで12年
間勤務し、田子町での開業を
目指し今夏帰郷しました。ト
ライアル出店中の10月７日には、師匠でカフェ・バ
ッハの店主である田口護さん（左写真）・文子さんを招
き、「コーヒーを楽しむ会」を開催しました。

◎町外に出てみて、感じた田子町の良いところは？
　東京にいた頃は寂しい感じがしたけど、帰ってみたら意外と若い子
たちが多いし、40代50代がとっても元気でパワフルでした。イベン
トなどで積極的に人を呼び込もうとしているのも印象的でした。

◎田子町で開業しようと思ったきっかけは？
　いつか開業したいと思って、いろんな方に相談していて「ここはど
う？」と様々聞いたけど、縁もゆかりもない土地よ
りはやっぱり地元で。若い子たちが交流したり、つ
ながりを作れる手助けをしたいなと思いました。

◎今回出店してみての感想は？
　町内の方がたくさん来てくれました。同級生のお母さんや近所の人、
商店街の方々も。みんなの近況を聞けたり、ここで久しぶりに会って
話が盛り上がる方々もいて楽しかったです！

【佐野友美さん】
大学卒業後、グァテマラ共和国へ海外青年協力隊として渡
航。帰国後、辻調理師専門学校へ進学。卒業後、東京都の
カフェ・バッハで12年間勤務し、製菓部長を務める。日本
スペシャリティーコーヒー協会のコーヒーマイスター取得。

　９月30日、秋田県秋田
市で第23回全国女性消防
操法大会が行われ、田子
町消防団第９分団の団員
７名が選手として出場し、
47団体中20位の成績をお
さめました。
　選手らは、分署職員や
各分団員の協力を得て、今

年１月から訓練を開始し、この日に臨みました。10月５日には役
場を訪れ、山本町長へ大会の報告をしました。山本町長は「女性
の活動が活発になってきている。これか
らも長く消防に関わっていってもらいた
い」と今後の活躍に期待を込めました。
◎田子町消防団第９分団
　平成６年に14名で結成。現在27名が在籍。

女性が輝くまち　田子町消防団第９分団

開店準備中！！
～にぎわい広場でトライアル出店～


